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第１回定例会／施政方針第１回定例会／条例

平
成
30
年
度　

保
坂
市
長
の
施
政
方
針

山
梨
県
緑
化
セ
ン
タ
ー
跡
地
活
用
に
向
け
基
本
計
画
策
定　

甲
斐
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正
の
件
を
可
決

低
所
得
の
方
に
配
慮
す
る
も

介
護
保
険
料
増
額　

甲
斐
市
印
鑑
条
例
の
一
部
改
正
の
件
を
可
決

コ
ン
ビ
ニ
で

印
鑑
登
録
証
明
書
交
付

平
成
30
年

第
１
回
定
例
会

活用が期待される県緑化センター跡地

施政方針を説明する保坂市長

健康づくり事業の推進が期待される

■ 

施
政
方
針
要
旨

　

今
定
例
会
に
提
出
し
た
、
平
成
30
年
度
一
般
会
計
な
ど
の
当
初
予
算
な
ど
の
概
要
を
、
説
明

す
る
と
と
も
に
、
所
信
の
一
端
を
述
べ
議
員
各
位
並
び
に
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い

た
だ
き
た
い
と
思
う
。

　

さ
て
、
平
成
27
年
度
か
ら
平
成
31
年
度
を
計
画
期
間
と
し
た
甲
斐
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
に
つ
い
て
は
、「
甲
斐
市
版
ネ
ウ
ボ
ラ
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
は
じ
め
、
各
施

策
に
取
り
組
み
、
成
果
を
着
実
に
挙
げ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
取
り
組
み
の
一
つ
で
あ
る

「
バ
イ
オ
マ
ス
産
業
都
市
構
想
」
に
お
い
て
は
、
本
市
に
と
っ
て
も
有
益
な
事
業
で
あ
り
、
本

市
の
課
題
解
消
に
も
つ
な
が
る
重
要
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
引
き
続
き
、
本
事

業
の
実
現
に
向
け
て
、
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
、
ま
た
早
期
事
業
化
に
向
け
て

鋭
意
努
力
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。
ま
た
、
山
梨
県
緑
化
セ
ン
タ
ー
跡
地
活
用
に
伴
う
事
業
展

開
に
つ
い
て
も
、
今
年
度
中
に
基
本
計
画
を
策
定
し
、
民
間
活
力
を
活
用
し
た
公
民
連
携
事
業
へ

の
取
り
組
み
な
ど
の
方
針
決
定
を
行
い
、
新
た
な
戦
略
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、
早
期
事
業
化

の
実
現
を
目
指
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
、
平
成
30
年
度
当
初
予
算
の
概
要
を
説
明
す
る
。
平
成
30
年
度
の
予
算
編
成
に
つ

い
て
は
、
第
２
次
甲
斐
市
総
合
計
画
を
踏
ま
え
て
、
政
策
課
題
の
着
実
な
推
進
と
健
全
財
政

の
堅
持
を
基
本
に
「
緑
と
活
力
あ
ふ
れ
る
生
活
快
適
都
市
」
お
よ
び
「
創
甲
斐
教
育
」
の
実

現
に
向
け
、
施
策
の
選
択
と
集
中
を
図
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
予
算
総
額
は
、
一
般
会
計
は
、

２
５
０
億
３
、６
０
０
万
円
。
特
別
会
計
は
、
１
５
１
億
９
、８
６
０
万
７
千
円
。
水
道
事
業
会

計
は
、
11
億
１
、７
１
８
万
９
千
円
。
総
額
は
、
４
１
３
億
５
、１
７
９
万
６
千
円
で
あ
る
。

■ 

条
例
改
正
の
内
容

　

第
7
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に
お
け
る
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
深
化
・
推
進
お
よ
び
介
護

保
険
制
度
の
持
続
可
能
性
の
確
保
に
向
け
た
計
画
策
定
に
よ
り
、
平
成
30
年
４
月
か
ら
第
1
号
被
保

険
者
の
介
護
保
険
料
の
所
得
段
階
や
率
な
ど
を
改
定
し
所
要
の
改
正
を
お
こ
な
う
も
の
で
す
。

Ｑ

	

介
護
保
険
料
の
基
準
額
は
ど
れ
く
ら
い
増
額
と
な
る
の
か
。

Ａ

	

所
得
段
階
の
第
５
段
階
の
基
準
額
は
、
月
額
１
０
０
円
の
増
額
と
な
る
。　

■ 

条
例
改
正
の
内
容

　

平
成
30
年
５
月
30
日
か
ら
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
（
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
）
を
利
用
し
て
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
等
に
設
置
し
て
い
る
多
機
能
端
末
（
マ
ル
チ
コ
ピ
ー

機
）
か
ら
印
鑑
登
録
証
明
書
の
交
付
を
受
け
ら
れ
る
サ
ー

ビ
ス
の
開
始
に
伴
い
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

Ｑ

	

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
を
利
用
し
て

	

印
鑑
登
録
証
明
書
を
交
付
す
る

	

想
定
件
数
は
。

Ａ

	

５
千
件
を

　
　
　

  

想
定
し
て
い
る
。

●第７期介護保険事業計画における介護保険料所得段階表

所得段階 区　　分 月　額 年　額 基準率

第 １ 段 階

生活保護・老齢福祉年金等
本人 / 世帯非課税
本人の年金収入と所得の合計が
80万円以下

2,340円 28,080円 ×0.45

第 ２ 段 階
本人 / 世帯非課税
本人の年金収入と所得の合計が
80万円を超え120万円以下

3,640円 43,680円 ×0.70

第 ３ 段 階
本人 / 世帯非課税
本人の年金収入と所得の合計が
120万円を超える

3,900円 46,800円 ×0.75

第 ４ 段 階
本人非課税 / 世帯課税
本人の年金収入と所得の合計が
80万円以下

4,680円 56,160円 ×0.90

第 ５ 段 階
本人非課税 / 世帯課税
本人の年金収入と所得の合計が
80万円を超える

5,200円 62,400円
×1.00

基準額

第 ６ 段 階 本人課税
所得が120万円未満 6,240円 74,880円 ×1.20

第 ７ 段 階 本人課税
所得が120万円以上200万円未満 6,760円 81,120円 ×1.30

第 ８ 段 階 本人課税
所得が200万円以上300万円未満 7,800円 93,600円 ×1.50

第 ９ 段 階 本人課税
所得が300万円以上400万円未満 8,840円 106,080円 ×1.70

第10段 階
（新）

本人課税
所得が400万円以上500万円未満 9,100円 109,200円 ×1.75

第11段 階
（ 新 ）

本人課税
所得が500万円以上 9,620円 115,440円 ×1.85

第１回定例会では、条例の制定や改正について審議を行いました。
その中で、皆さんの生活に身近なものをピックアップしてお知ら
せします。

定
例
会
の
あ
ら
ま
し

平
成
30
年
第
１
回
定
例
会
は
、
２
月
26
日
（
月
）
か
ら
３
月
16
日
（
金
）
ま
で
の
19
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

今
定
例
会
で
は
、
市
長
か
ら
施
政
方
針
、
当
初
予
算
、
条
例
改
正
お
よ
び
補
正
予
算
な
ど
の
議
案
が
提
出
さ
れ
、

審
議
の
結
果
、
全
て
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
8
人
の
議
員
か
ら
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

定
例
会
の
様
子
は
、
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
録
画
中
継
を
配
信
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
視
聴
く
だ
さ
い
。
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歳　出
250億3,600万円

民生費
103億 6,056万円

41.4％

公債費
29億3,718万円

11.7％

公債費
29億3,718万円

11.7％

土木費
26億6,979万円

10.7％

土木費
26億6,979万円

10.7％

教育費
25億1,249万円

10.0％

教育費
25億1,249万円

10.0％

総務費
25億573万円
10.0％

総務費
25億573万円
10.0％

衛生費
21億4,598万円

8.6％

衛生費
21億4,598万円

8.6％

予備費
2,000万円0.1％
予備費
2,000万円0.1％

労働費
3,919万円0.2％
労働費
3,919万円0.2％

消防費
9億8,982万円3.9％
消防費
9億8,982万円3.9％

農林水産業費
4億6,857万円1.9％
農林水産業費
4億6,857万円1.9％

議会費
2億2,400万円0.9％
議会費
2億2,400万円0.9％

商工費
9,831万円0.4％
商工費
9,831万円0.4％

諸支出金
6,288万円0.2％
諸支出金
6,288万円0.2％

災害復旧費
150万円0.0％
災害復旧費
150万円0.0％

戸籍、選挙、人事な
どに使うお金です。

社会保障など福祉に
使うお金です。

健康診断、予防接種、
ごみの処理などに使
うお金です。

小中学校、生涯学習、
スポーツ振興などに
使うお金です。

議会運営に使う
お金です。

借入金の返済に使う
お金です。

歳　入
250億3,600万円

市税
85億 7,307万円

34.2％

地方交付税
47億9,000万円

19.1％

地方交付税
47億9,000万円

19.1％

国庫支出金
37億1,996万円

14.9％

国庫支出金
37億1,996万円

14.9％

市債
22億 3,614万円

8.9％

市債
22億 3,614万円

8.9％

県支出金
18億4,362万円

7.4％

県支出金
18億4,362万円

7.4％

地方譲与税
1億7,000万円0.7％
地方譲与税
1億7,000万円0.7％

使用料及び手数料
1億8,299万円0.7％
使用料及び手数料
1億8,299万円0.7％

地方消費税交付金
11億9,000万円4.7％
地方消費税交付金
11億9,000万円4.7％

諸収入
5億6,757万円2.3％
諸収入
5億6,757万円2.3％

繰入金
5億4,183万円2.2％
繰入金
5億4,183万円2.2％

分担金及び負担金
4億698万円1.6％
分担金及び負担金
4億698万円1.6％

寄附金
2億21万円0.8％
寄附金
2億21万円0.8％

地方特例交付金など
2億1,363万円0.9％
地方特例交付金など
2億1,363万円0.9％

繰越金
4億円1.6％
繰越金
4億円1.6％

市が借り入れるお金
です。

市民税や固定資産税
などみなさんが納め
ている税金です。

市の事業に対し、国
から交付されるお金
です。

前年度から繰り越
されるお金です。

自治体の規模や人口
に応じて国から交付
されるお金です。

第１回定例会／当初予算第１回定例会／当初予算

平成30年度一般会計当初予算の概要は
平成30年度一般会計当初予算は、予算審査特別委員会で審査後、討論の末、可決となりました。（Ｐ６～９に関連記事）
予算の特徴としては、平成29年度費３億2,200万円（1.3％）増の250億3,600万円となり、平成16年の市制施行以来、過去最
大規模となりました。松島保育園の民営化整備事業や小規模民間保育所の新整備事業、JR 塩崎駅の周辺整備事業など大型
事業が相次ぐことが要因となっています。

　　　　　    緑と活力あふれる生活快適      都市の実現に向け施策の選択と集中

250億3,600万円を可決一般会計予算 最大規模

私は賛成です。 私は反対です。賛成討論
長谷部 集 議員

反対討論
松井 　豊 議員

市債（借金）と基金（貯金）の見込み
（平成30年度末・一般会計分）

平成30年３月末人口：75,223人

244億
2,700万円

236億
7,900万円

247億
8,000万円 247億

1,400万円

250億
3,600万円

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

５年間の一般会計予算の推移

248億9,547万円
市民一人
あたり 33万円

市民一人
あたり 11万円

85億6,931万円

借金 貯金

基 金（貯金）

市 債（借金）

　平成30年度甲斐市一般会計予算は、増加する社会保障経費
への柔軟な対応、塩崎駅周辺整備などを推進するとともに、老
朽化した双葉西保育園の建替えなど、子育て支援に重点を置い
た、将来の市民生活の安定に向けたまちづくりにつながる予算で
あると高く評価できる。
　健全財政の堅持を基本とするなかで、「緑と活力あふれる生活
快適都市」の実現と「創甲斐教育」の推進に向け、新たな事業
を取り入れた創意工夫のある予算であると判断するとともに、多
様化する市民ニーズに応え、より一層、質の高い効果的・効率的
な行政サービスの提供に努めるよう要望し、賛成討論とする。

　普通会計の主要指標は概ね良好で、医療・福祉・教育に一定
の配慮がされていることは評価できる。しかし、歳入では、市
民の消費税納入分130億円に対して、交付金が11億９千万円し
かないこと、サテライト双葉の公営賭博売上金の一部納入も納
得できない。
　歳出では、行政サービスの根幹をなす正規職員の人件費が県
内最下位であること。バイオマス産業都市推進事業が混迷の末
に頓挫し、新たな事業者探しが始まったが、低いエネルギー交
換率と排熱利用および燃料となる木材の確保が不透明のままで
ある。

平　成
30年度



甲斐市議会だより No.55 6甲斐市議会だより No.557

市
政
を
問
う

第１回定例会／当初予算第１回定例会／当初予算

今年度の予算
のなかで、

新たに始める
取り組み

など注目事業
を

集めてみまし
た。

３〜５歳児への
国語教材配布事業

小学1～３年生
国語教材配布事業

塩崎駅周辺整備事業
双葉ふれあい文化館
改修工事

保育園建替事業一般広聴広報事業
市内の公立保育園７園の園児を対
象に、ひらがなの練習教材などを
購入する。

現在は、保護者が負担しているひ
らがなやカタカナ、漢字の学習教
材を市費で購入する。

JR塩崎駅のホーム改良や南北駅
前広場の整備工事などを行う。

老朽化した双葉西保育園を平成31年度以降
の園舎の建て替えの着工を目指す。

文字学習の一環として、１年生で学習する80字
の漢字と市のマスコットキャラクター「やはたい
ぬ」がデザインされたハンカチを配る。

市ホームページリニューアルなど。

空調設備改修工事など。

7,842
万円

1,499
万円

306
万円

４億
5,996万円

１億
3,763万円

53万円

決算審査特別委員会の要望は？
昨年９月の決算審査特別委員会において、平成30年度当初予算に向けて、要望した内容について確認しました。

要望１	 職員研修の拡充および専門職員
の採用について

職員研修事業が増額されている。

要望３	 「２０２５年問題」への早期対策
の推進について

一般介護予防事業が増額されている。

要望２	 小学校の英語教育の向上について

平成32年度の新学習指導要領に向け、
予算を確保し、ALTの時間を増やして
いく予定。

要望４	 河川・水路の改良及び補修工事
について

河川改修事業が増額されている。

予 算
アップ

予 算
アップ

予 算
アップ

予算イーブン

平成 30年度　当初予算会計別予算額
会　　計　　名 本年度予算額 前年度予算額 増減額 増減率（％）
一　般　会　計 250 億 3,600 万円 247 億 1,400 万円 3 億 2,200 万円 1.3

特　
　

別　
　

会　
　

計

国民健康保険特別会計 74 億 8,250 万円 92 億 5,626 万円 △ 17 億 7,376 万円 △ 19.2
後期高齢者医療特別会計 7 億 2,233 万円 6 億 6,643 万円 5,590 万円 8.4
介護保険特別会計 44 億 5,827 万円 46 億 2,370 万円 △ 1 億 6,543 万円 △ 3.6
介護サービス特別会計 1,042 万円 1,059 万円 △ 17 万円 △ 1.6
住宅新築資金等貸付事業特別会計 93 万円 93 万円 0 円 0.0
簡易水道事業特別会計 9,294 万円 9,318 万円 △ 24 万円 △ 0.3
地域し尿処理施設特別会計 1,537 万円 1,917 万円 △ 380 万円 △ 19.8
農業集落排水事業特別会計 1,256 万円 1,352 万円 △ 96 万円 △ 7.1
下水道事業特別会計 23 億 7,391 万円 23 億 8,189 万円 △ 798 万円 △ 0.3
合併浄化槽事業特別会計 2,938 万円 2,911 万円 27 万円 0.9

水　道　事　業　会　計 11 億 1,719 万円 11 億 2,073 万円 △ 354 万円 △ 0.3
総　　合　　計 413 億 5,180 万円 429 億 2,951 万円 △ 15 億 7,771 万円 △ 3.7

今年度の注目事業を 議会がチェック!!
 △はマイナス

小学校新１年生
漢字ハンカチ配布事業

72万円
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第１回定例会／予算審査レポート第１回定例会／予算審査レポート

平
成
30
年
度
予
算
審
査
特
別
委
員
会
レ
ポ
ー
ト

ど
う
使
う
？ 

新
年
度
予
算

当
初
予
算
の
審
査
は
、
委
員
21
人
に
よ
る
予
算
審
査
特
別
委
員
会
（
赤
澤
厚
委
員
長
、
金
丸
幸
司
副
委
員
長
）
を
設
置
し
、
3
月
7
日
か
ら
14
日
ま
で
の
間
、

延
べ
5
日
間
審
査
を
行
な
い
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
一
般
会
計
予
算
に
か
か
わ
る
質
疑
の
一
部
を
抜
粋
し
て
お
伝
え
し
ま
す
。

個
人
市
民
税
を
増
額
と
し
て
い
る
要
因
は
。

過
去
の
実
績
を
踏
ま
え
る
と
と
も
に
、
報
道
等
に

よ
る
所
得
水
準
が
向
上
し
て
い
る
状
況
を
勘
案

し
、
増
額
と
し
て
い
る
。

合
併
特
例
債
の
今
後
の
動
向
は
。

合
併
特
例
債
に
つ
い
て
は
、
平
成
31
年
度
で
終
了

す
る
予
定
で
あ
る
が
、
国
に
お
い
て
、
さ
ら
に
５

年
間
の
延
長
を
検
討
し
て
い
る
と
の
情
報
が
あ

る
。
延
長
と
な
っ
た
場
合
は
、
有
利
な
起
債
の
た

め
、
活
用
し
て

い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

議
会
だ
よ
り
印
刷
等
経
費
が
増
額
に
な
っ

て
い
る
が
。

市
議
会
議
員
の
改
選
に
伴
う
臨
時
号
を
発
行
す
る

た
め
で
あ
る
。

職
員
健
康
診
断
の
受
診
率
は
。

平
成
30
年
２
月
末
現
在
、
正
規
職
員
で
は
4
1
0

名
の
受
診
を
予
定
し
、
受
診
率
は
91
・
7
％
、
一

般
非
常
勤
職
員
は
、
96
・
2
％
で
あ
る
。

平
成
30
年
度
の
消
防
団
員
活
動
服
購
入
に
つ

い
て
は
、
夏
冬
と
も
新
し
く
な
る
の
か
。

新
基
準
の
消

防
団
員
活
動

服
は
、
オ
ー

ル
シ
ー
ズ
ン

に
対
応
す
る

も
の
を
購
入

す
る
。

新
型
J
ア
ラ
ー
ト
導
入
工
事
の
内
容
は
。

国
の
方
針
に
基
づ
き
、
情
報
量
の
増
加
に
伴
い
、

新
型
の
シ
ス
テ
ム
に
更
新
す
る
。

な
お
、
J
ア
ラ
ー
ト
で
発
信
す
る
情
報
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
と
変
更
は
な
い
。

移
住
定
住
促
進
事
業
の
内
容
と
成
果
は
。

事
業
内
容
と
し
て
は
、
主
に
首
都
圏
で
開
催
さ
れ

る
移
住
相
談
会
へ
の
参
画
で
あ
る
。

実
績
と
し
て
、
平
成
28
年
度
に
お
い
て
は
、
移
住

相
談
会
を
23
回
行
い
、
２
２
４
人
の
方
か
ら
相
談

を
受
け
た
。
な
お
、
平
成
28
年
度
末
で
19
人
の
方

が
甲
斐

市
に
移

住
し
て

い
る
。

直
近
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
枚
数
は
。

平
成
29
年
12
月
31
日
末
で
、

6
、
1
8
1
枚
で
あ
る
。

甲
斐
市
自
殺
対
策
推
進
計
画
の
概
要
説
明
を
。

平
成
28
年
４
月
の
改
正
自
殺
対
策
法
の
施
行
に
伴

い
、
自
殺
対
策
の
地
域
格
差
を
解
消
し
、
誰
も
が

生
き
る
こ
と
の
包
括
的
な
支
援
と
し
て
の
、
自
殺

対
策
に
関
す
る
必
要
な
支
援
が
受
け
ら
れ
る
よ

う
、
平
成
30
年
度
中
に
概
ね
5
年
以
内
を
計
画
期

間
と
し
た
自
殺
対
策
推
進
計
画
を
策
定
す
る
。

市
職
員
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
相
談
状
況
は
。

昨
年
度
と
同
様
に
平
成
29
年
度
に
つ
い
て
相
談
は

な
か
っ
た
。

剪
定
枝
の
処
分
件
数
及
び
処
分
状
況
は
。

剪
定
枝
は
、
西
八
幡
管
理
地
と
敷
島
自
然
休
養

村
の
２
箇
所
で
処
分
し
て
い
る
が
、
平
成
28

年
度
末
で
持
ち
込
み
量
は
、
５
、５
５
０
件
で

６
６
４
・
３
６
ｔ
で
あ
る
。
現
在
、
粉
砕
処
理
し
た

チ
ッ
プ
は
、
希
望
者
に
配
布
し
、
適
正
に
処
理
で

き
て
い
る
。

峡
中
広
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
登

録
者
数
は
。

平
成
28
年
度
末
で
、
会
員
数
は
、
８
０
９
人
お

り
、
甲
斐
市
の
方
は
５
３
８
人
の
方
が
登
録
し
て

い
る
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
実
績
は
。

平
成
29
年
度
で
は
、
さ
つ
ま
い
も
栽
培
を
中
心

に
し
て
活
動
を
行
い
、
そ
の
他
、
双
葉
の
農
の

駅
、
ゆ
う
の
う
敷
島
で
の
売
り
場
の
配
置
替
え
、

展
示
等
の
支
援
、

そ
れ
ぞ
れ
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
更
新

に
携
わ
っ
て
い
た

だ
い
て
い
る
。
な

お
、
毎
月
、
活
動

報
告
を
受
け
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
木
造
住
宅
耐
震
診
断
を
し
た

合
計
件
数
お
よ
び
改
修
件
数
は
。

平
成
16
年
か
ら
受
付
を
開
始
し
て
い
る
が
、
こ

れ
ま
で
、
木
造
住
宅
耐
震
診
断
を
し
た
件
数
は

5
6
8
件
で
、
診
断
結
果
を
も
と
に
改
修
し
た
件

数
は
22
件
で
あ
る
。

ド
ラ
ゴ
ン
パ
ー
ク
の
園
路
の
ひ
び
割
れ
が

酷
い
が
修
繕
の
計
画
は
あ
る
の
か
。

現
在
、
国
へ
の
補
助
要
望
を
し
て
い
る
が
、
交
付

決
定
が
あ
り
次
第
、
補
正
予
算
で
の
対
応
を
検
討

し
て
い
る
。

学
校
施
設
長
寿
命
化
計
画
の
進
捗
状
況
お

よ
び
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

平
成
29
年
度
は
、
現
地
の
老
朽
化
調
査
お
よ
び
調

査
に
基
づ
く
学
校
ご
と
の
カ
ル
テ
を
作
成
し
て
い

る
。
平
成
30
年
度
は
、
優
先
順
位
を
勘
案
し
、
整

備
の
基
本
方
針
や
整
備
の
年
次
計
画
等
、
基
本
計

画
を
策
定
す
る
。

運
動
部
活
顧
問
任
用
事
業
は
、
ど
う
い
う

方
を
考
え
て
い
る
か
。

柔
道
と
な
ぎ
な
た
の
指
導
に
あ
た
る
２
名
の
中
学

校
の
部
活
の
顧
問
を
考
え
て
い
る
。

給
食
費
の
滞
納
状
況
は
。

平
成
30
年
２
月
末
で
、
現
年
度
分
98
・
６
９
％
、
過

年
度
分
は
21
・
８
７
％
、
合
計
で
97
・
２
７
％
の
徴

収
率
で
あ
る
。
滞
納
額
は
、
８
５
２
万
９
、３
６
６

円
で
あ
る
。

給
食
費
無
料
化
を
検
討
し
て
ほ
し
い
が
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
。

現
在
は
、
原
材
料
の
み
の
負
担
で
あ
り
、
今
後
、
さ

ら
な
る
軽
減
策
は
、
現
段
階
で
は
考
え
て
い
な
い
。

甲
斐
市
版
ネ
ウ
ボ
ラ
推
進
事
業
の
な
か

で
、
県
の
産
前
産
後
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
を
利

用
す
る
方
に
ど
れ
く
ら
い
助
成
し
て
い
る

の
か
。

県
の
産
前
産
後
ケ
ア
セ
ン
タ
ー（
宿
泊
施
設
）の
利

用
料
は
、
３
万
３
、９
０
０
円
の
利
用
料
が
か
か
る

が
、
一
般
世
帯
に
つ
い
て
は
、
２
万
７
、８
０
０
円

を
市
と
県
で
２
分
の

１（
１
万
３
、９
０
０

円
）ず
つ
助
成
し
て
い

る
。
な
お
、
差
額
の

６
、１
０
０
円
は
、
自

己
負
担
と
な
る
。

歳 

入

歳 

出

ＱＱＱＱＱ Ｑ

ＱＱＱＱＱ

ＱＱＱＱＱＱＱ

ＱＱ

Ａ

ＡＡＡＡＡ

ＡＡＡＡＡＡＡ

ＡＡ

ＡＡＡＡＡ

移住定住ガイドブック
「よっちゃばるかい」

防災訓練の様子

合併特例債を活用した島上条公園

山梨県産前産後ケアセンター

地域おこし協力隊のさつまいも栽培
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第１回定例会／補正予算第１回定例会／補正予算・請願

　一般会計補正予算（第８号）は、国庫負担金、市債などを財源に、都市計画費、社会福祉費などの増額の補正予算
が定例会最終日に提出され、採決の結果、全会一致で可決しました。

　一般会計補正予算（第７号）は、地方交付税などを財源に、基金費や農業費などの増額、環境衛生費や児童福祉費
の減額などの補正予算が提出され、採決の結果、全会一致で可決しました。

■歳出（使いみち） 
項　目 おもな事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　金　額

土木費
公園整備事業
（（仮称）上八幡公園整備工事等）

１億8,630万円

民生費 扶助費（生活保護費等） 6,800万円

教育費 玉幡中学校費（旧給食室解体工事） 1,500万円

総務費
市民温泉等維持管理事業
（かまなしの湯取水ポンプ修理等）

494万円

■歳出（使いみち） ※青字と△は減額

項　目 おもな事業 金　額

諸支出金
財政調整基金積立
公共施設等整備基金積立

５億2,482万円

農 林
水産業費

県営土地改良事業（竜地ため池改修等）、
中北部活性化事業（クラインガルテンク
ラブハウス内保冷庫修繕）

3,080万円

公 債 費 元金、利子 △573万円

総 務 費
衆議院議員選挙費
竜王庁舎維持管理事業

△799万円

教 育 費
自治会体育事業育成補助事業
幼稚園就園奨励費、給食センター運営費

△1,961万円

民 生 費
こども医療費助成事業、児童手当
ひとり親福祉事業

△4,744万円

土 木 費
塩崎駅周辺整備事業
幹線道路整備事業、橋梁長寿命推進事業

△１億4,470万円

衛 生 費
バイオマス産業都市推進事業
国民健康保険特別会計繰出金

△２億3,283万円

■歳入（財源）
項　目 金　額

国庫支出金 １億3,705万円

市　　　債 9,120万円

繰　入　金 4,599万円

■歳入（財源） ※△は減額

項　目 金　額

地 方 交 付 税 ５億1,969万円

諸 収 入 3,860万円

分担金及び負担金 1,425万円

繰 入 金 285万円

使用料及び手数料 137万円

財 産 収 入 △113万円

県 支 出 金 △2,614万円

国 庫 支 出 金 △9,827万円

市 債 △３億5,390万円

みなさんからの 請願 はこうなりました。
件　名 提出者 紹介議員 要望事項 結　果

甲斐市各機関における
非行政書士行為排除の
徹底を求める請願

山梨県行政書士会
会長  岡　　伸

小澤　重則
有泉庸一郎
清水　正二

①甲斐市各機関の窓口において、申請者・
届出人等の本人確認を徹底すること。

②甲斐市各機関の窓口において、申請・
届出等を代理又は代行する者が行う場合
は、その者が法定の代理人であるか否か
の確認を徹底すること。

採　択
（全会一致）

市に請願書を
送 付し、 結 果
等を請求

国民健康保険財政の都
道府県への移管に係る
意見書採択についての
請願

山梨県
社会保障推進協議会

会長   飯塚　譲

樋泉　明広 ①県は早急に各市町村に当該市町村の納付
金と標準税率の試算を知らせ、全市町村
の結果を県民に公表する等。

不採択
（賛成３、反対16）

「安心できる年金制度
の 実 現 を 求 め る 意 見
書」提出の請願

全日本年金者組合
甲斐支部

支部長  小沼　俊彦

松井　　豊
樋泉　明広

①年金の隔月支給を国際水準並みに毎月支
給に改めること。

②年金の支給開始年齢はこれ以上引き上げ
ないこと。

不採択
（賛成３、反対16）

（仮称）上八幡公園整備進む バイオマス関連予算を減額し
財政調整基金などの積立を実施

２億7,424万円 増額を可決 9,732万円 増額を可決

平成29年度 一般会計補正予算（第７号）平成29年度 一般会計補正予算（第８号）

補正予算の可決に伴う事業を紹介します。
バイオマス産業都市推進事業　〔２億2,622万円の減額〕

　バイオマス産業都市構想に基づく、木質バイオマス発電事業の早期事業化に向け、発電事業者の選定に改めて着
手することによる減額。

●主な質疑
Q 	 木質バイオマス発電事業に関して、これまでかかった費用はどれくらいか。

A 	 バイオマス産業都市構想を策定した費用など、およそ3,500万円である。

（仮称）上八幡公園建設地 木質バイオマス発電所建設予定地
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今定例会における各常任委員会での
議案審査の質疑を抜粋してお伝えし
ます。

（３月１、２日開催）

補正予算

委員会レポート
総務教育常任委員会

建設経済常任委員会

議案を
チェック

概要：	 就園奨励費の対象であった私立幼稚園が
認定こども園等に移行したことによる認定
者数の減少に伴う減額

Q 	 支給対象となる私立幼稚園の数、人数は。

A 	 平成28年度決算時の幼稚園数は14園で対
象者304人、平成29年度の見込みは10園
で対象者214人である。

概要：	 松くい虫防除対策事業委託料の執行額の
確定に伴う減額

Q 	 当初計画に対し、どれくらい達成したのか。

A 	 当初は、450本を計画していたが、今年
度は361本である。

Q 	 松くい虫の被害の状況について、山梨県
の判断は、横ばいということだが、市の
判断は。

A 	 山梨県において、県全域の調査を実施し
ており、横ばいとの判断である。市独自
での調査は難しい。

概要：	 国における処遇改善、人事院勧告のベース
アップに伴う増額

Q 	 他の保育園は、処遇改善をしないのか。

A 	 他の保育園については、処遇改善を行う
ため、平成29年12月に予算を補正した。

概要：	 自治会体育事業への補助金の増額

Q 	 どれくらい増えたのか。

A 	 昨年度より６自治会増え、全体で114自
治会、参加人数は345人増加し、14,211
人である。

幼稚園就園奨励費 896万円の減額補正

こども医療費助成事業
1,600万円の減額

補正松くい虫防除対策事業 150万円の減額補正

竜王西保育園費 700万円の増額補正

自治会体育事業育成補助事業 58万円の増額補正

第１回定例会／委員会レポート

被害にあったアカマツ（清川地区）

竜王西保育園交通安全教室

概要：	 こども医療費の決算見込みに基づく減額

Q 	 何故医療費が下がっているのか。

A 	 平成29年９月から、新規に高校生への入
院時医療費等を助成しているが、申請期
限が２年あるため、市に申請してない方
がおり、予定金額に満たないためである。

第１回定例会／契約・人事

■請負契約概要 
契約の目的 契約の方法 契約の金額 契約の相手方

敷島小学校大規模改修工事（２工区） 一般競争入札による契約 １億5,876万円
中村建設・渡辺建設興業敷島小
学校大規模改修工事（２工区）
共同企業体　代表者　中村 国男

■工事概要
校舎北館・南館の教室床改修等内装、建具、機械設備、電気設備など

大規模改修が予定されている敷島小学校

敷島小学校大規模改修工事（２工区）
請負契約締結の件を可決

副市長および教育長が変わります。
副市長
　飯室崇 氏の退職（平成30年３月31日）にともない、内藤博文 氏（企画政策部長）の選任に対し同意しました。

教育長
　西山豊 氏の任期満了（平成30年３月31日）にともない、生山勝 氏（教育部長）の任命に対し同意しました。

■その他の人事 
案　　　件 名前（地区） 議決結果

甲 斐 市 恩 賜 県 有 財 産
保 護 財 産 区 管 理 会 委 員

笹本　嘉朝 	 （神　戸） 同　意

人 権 養 護 委 員 候 補 者 志村　里枝	 （中下条） 適　任

人 権 養 護 委 員 候 補 者 齊藤　敏文	 （竜　王） 適　任

人 権 養 護 委 員 候 補 者 藤本さゆり	 （竜　王） 適　任

人 権 養 護 委 員 候 補 者 小宮山千雪	 （竜　王） 適　任

人 権 養 護 委 員 候 補 者 増坪　總明	 （下今井） 適　任

 −定例会人事 −

厚生環境常任委員会
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承認第１号 専決処分の承認を求める件（平成29年度甲斐市一般会計
補正予算（専1号）） 2月26日 可決 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第１号 甲斐市地域包括支援センターの人員及び運営に関する基
準を定める条例等の一部改正の件 ３月６日 可決 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第２号 甲斐市営住宅条例の一部改正の件 ３月６日 可決 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第３号 平成29年度甲斐市一般会計補正予算（第７号） ３月６日 可決 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第４号 平成29年度甲斐市国民健康保険特別会計補正予算（第５号） ３月６日 可決 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第５号 平成29年度甲斐市後期高齢者医療特別会計補正予算（第４号） ３月６日 可決 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第６号 平成29年度甲斐市介護保険特別会計補正予算（第４号） ３月６日 可決 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第７号 平成29年度甲斐市介護サービス特別会計補正予算（第２号） ３月６日 可決 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第８号 平成29年度甲斐市住宅新築資金等貸付事業特別会計補正予算（第１号） ３月６日 可決 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第９号 平成29年度甲斐市簡易水道事業特別会計補正予算（第３号） ３月６日 可決 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第10号 平成29年度甲斐市地域し尿処理施設特別会計補正予算（第３号） ３月６日 可決 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第11号 平成29年度甲斐市農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号） ３月６日 可決 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第12号 平成29年度甲斐市下水道事業特別会計補正予算（第３号） ３月６日 可決 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第13号 甲斐市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関す

る基準等を定める条例の制定の件 ３月６日 可決 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第14号 甲斐市印鑑条例の一部改正の件 ３月６日 可決 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － × ○ ○ ○ × × ○ ○
議案第15号 甲斐市職員の育児休業等に関する条例の一部改正の件 ３月６日 可決 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第16号 甲斐市手数料条例の一部改正の件 ３月６日 可決 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第17号 甲斐市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営

に関する基準を定める条例の一部改正の件 ３月６日 可決 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第18号 甲斐市国民健康保険条例の一部改正の件 ３月６日 可決 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第19号 甲斐市国民健康保険税条例の一部改正の件 ３月６日 可決 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第20号 甲斐市後期高齢者医療に関する条例の一部改正の件 ３月６日 可決 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第21号 甲斐市介護保険条例の一部改正の件 ３月６日 可決 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － × ○ ○ ○ × × ○ ○
議案第22号 甲斐市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運

営に関する基準を定める条例の一部改正の件 ３月６日 可決 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ × × ○ ○

議案第23号

甲斐市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設
備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係
る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を
定める条例の一部改正の件

３月６日 可決 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ × × ○ ○

議案第24号
甲斐市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに
指定介護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支
援の方法に関する基準を定める条例の一部改正の件

３月６日 可決 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ × × ○ ○

議案第25号 甲斐市指定地域密着型サービス事業者等の指定に関する
基準を定める条例の一部改正の件 ３月６日 可決 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第26号 甲府都市計画甲斐市特別工業地区建築条例の一部改正の件 ３月６日 可決 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第27号 甲斐市都市公園条例の一部改正の件 ３月６日 可決 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第28号 市道路線認定の件 ３月６日 可決 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第29号 平成30年度甲斐市一般会計予算 ３月16日 可決 ○ ○ ○ 欠 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ × × ○ ○
議案第30号 平成30年度甲斐市国民健康保険特別会計予算 ３月16日 可決 ○ ○ ○ 欠 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第31号 平成30年度甲斐市後期高齢者医療特別会計予算 ３月16日 可決 ○ ○ ○ 欠 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第32号 平成30年度甲斐市介護保険特別会計予算 ３月16日 可決 ○ ○ ○ 欠 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ × × ○ ○
議案第33号 平成30年度甲斐市介護サービス特別会計予算 ３月16日 可決 ○ ○ ○ 欠 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第34号 平成30年度甲斐市住宅新築資金等貸付事業特別会計予算 ３月16日 可決 ○ ○ ○ 欠 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第35号 平成30年度甲斐市簡易水道事業特別会計予算 ３月16日 可決 ○ ○ ○ 欠 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第36号 平成30年度甲斐市地域し尿処理施設特別会計予算 ３月16日 可決 ○ ○ ○ 欠 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第37号 平成30年度甲斐市農業集落排水事業特別会計予算 ３月16日 可決 ○ ○ ○ 欠 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第38号 平成30年度甲斐市下水道事業特別会計予算 ３月16日 可決 ○ ○ ○ 欠 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第39号 平成30年度甲斐市合併浄化槽事業特別会計予算 ３月16日 可決 ○ ○ ○ 欠 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第40号 平成30年度甲斐市水道事業会計予算 ３月16日 可決 ○ ○ ○ 欠 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

請願第29-7号 国民健康保険財政の都道府県への移管に係る意見書採択についての請願 ３月16日 不採択 × × × 欠 欠 × × × × × × × × － ○ × × × ○ ○ × ×
請願第30-1号「安心できる年金制度の実現を求める意見書」提出の請願 ３月16日 不採択 × × × 欠 欠 × × × × × × × × － ○ × × × ○ ○ × ×
請願第30-2号 甲斐市各機関における非行政書士行為排除の徹底を求める請願 ３月16日 採択 ○ ○ ○ 欠 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第41号 平成29年度甲斐市一般会計補正予算（第８号） 3月16日 可決 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第42号 敷島小学校大規模改修工事（２工区）請負契約締結の件 3月16日 可決 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
同意第１号 副市長の選任の件 ３月16日 同意 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
同意第２号 教育長の任命の件 ３月16日 同意 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
同意第３号 甲斐市恩賜県有財産保護財産区管理会委員の選任の件 ３月16日 同意 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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第１回定例会／議案審議結果
平成30年 第１回定例会  議案審議結果 ○…賛成　×…反対　欠…欠席

※議長（小浦宗光）は可否同数以外は採決に加わらない。

ここが聞きたい　一般質問

こ
こ
が
聞
き
た
い

一般質問

　第１回定例会では８人の議員が一般質問を行い、２日間にわたり活
発な議論を展開しました。
　質問と答弁を要約した内容は、16ページから19ページです。
　なお、議会ホームページで、一般質問の録画を配信していますので
ご覧ください。

QR コードはこちら→

甲斐市議会　議会中継 検  索

２
月
26
日（
月
）

颯新クラブ
清水 正二 議員　16ページ
①放課後児童クラブの現状と課題について

颯新クラブ
有泉 庸一郎 議員　16ページ
①ゴミ処理広域化構想について

②	通学路の交通安全の確保について

公明党
金丸 幸司 議員　17ページ
①大規模災害時限定の消防団員の導入に

ついて

②甲斐市の生活困窮者自立支援について

甲斐市民クラブ
金丸 　寛 議員　17ページ
①ふるさと納税について

②選挙に関して

２
月
27
日（
火
）

公明党
保坂 芳子 議員　18ページ
①所有者不明の土地の問題解消は

②認知症対策について

③SNSを利用したいじめ相談体制を

日本共産党 甲斐市議団
松井 　豊 議員　18ページ
①甲斐市の子育て支援の充実を

②甲斐市バイオマス産業都市構想の進捗
状況について

日本共産党 甲斐市議団
樋泉 明広 議員　19ページ
①市政アンケートに基づく甲斐市への要

望について

②甲斐市の低所得・生活保護対策について

新政クラブ
池神 哲子 議員　19ページ
①	我が町の社会福祉行政について

一般質問は、行政全般にわたり、議員
個人が、執行機関に対し、事務の執行
状況や将来に対する方針等について所
信を質し、あるいは報告、説明を求め
又は疑問を質すことをいいます。
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放課後子どもクラブの課題は
市長▶児童育成の支援体制を強化し、児童が健やかに育成されるよう取り組む

颯新クラブ　清水 正二  議員　　　　　　

大規模災害時限定の消防団員の導入について聞く
市長▶導入について研究課題としていく

公明党　金丸 幸司  議員　　　　　　

通学路の交通安全の確保について
市長▶関係機関と連携を図り通学路の安全確保に努める

颯新クラブ　有泉 庸一郎  議員　　　　　　

ここ３年のふるさと納税額の推移は
市長▶ふるさと納税額は大幅に増えている

甲斐市民クラブ　金丸 　寛  議員　　　　　　

清
水 

放
課
後
子
ど
も
ク
ラ
ブ

の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
聞

く
。市

長 

登
録
人
数
が
1
・
5

倍
に
増
え
て
お
り
、
今
後
も
引

き
続
き
教
室
の
確
保
を
図
り
、

職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
向
上
に

努
め
、
積
極
的
に
児
童
育
成
の

支
援
体
制
を
強
化
し
、
児
童
が

健
や
か
に
育
成
さ
れ
る
よ
う
取

り
組
む
。

清
水 

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

定
員
と
登
録
状
況
は
。

市
長 

現
在
、
市
内
の
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
は
22
教
室
あ

り
、
定
員
は
８
６
８
人
で
、
こ

れ
は
児
童
館
内
、
小
学
校
利
用

教
室
の
面
積
か
ら
、
一
人
あ
た

り
１
・
６
５
㎡
を
確
保
し
た

人
数
で
あ
り
、
現
在
の
登
録
人

数
は
１
、２
８
７
人
だ
が
、
実

際
に
利
用
す
る
人
数
は
、
登
録

す
る
人
数
の
約
６
割
の
７
６
０

人
の
定
員
内
で
あ
り
、
面
積
基

準
の
確
保
は
経
過
措
置
に
よ
り

平
成
32
年
４
月
か
ら
の
実
施
と

な
っ
て
い
る
。

清
水 

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
と

学
校
の
連
携
に
つ
い
て
聞
く
。

市
長 

児
童
の
状
況
に
関
し

て
は
、
小
学
校
と
意
見
交
換
会

を
行
い
学
校
生
活
の
様
子
な

ど
、
日
々
情
報
の
共
有
に
努
め

て
い
る
。

清
水 

児
童
館
と
の
役
割
分
担

に
つ
い
て
聞
く
。

市
長 

児
童
館
に
あ
っ
て
は

児
童
福
祉
法
で
定
め
る
18
歳
未

満
す
べ
て
の
子
ど
も
を
対
象

に
、
遊
び
や
生
活
の
援
助
と
地

域
に
お
け
る
子
育
て
支
援
を
行

う
児
童
厚
生
施
設
と
し
て
、
児

童
厚
生
員
に
よ
る
乳
幼
児
教
室

や
子
育
て
相
談
を
行
っ
て
い

る
。
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
、

児
童
支
援
員
を
配
置
し
、
放
課

後
に
お
け
る
児
童
の
生
活
の
場

を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
適
切

な
遊
び
や
指
導
を
行
う
こ
と
で

児
童
の
健
全
育
成
を
図
っ
て
い

る
。

金
丸 

大
規
模
団
員
の
導
入
は

災
害
時
の
消
防
団
の
役
割
が
多

様
化
す
る
中
、
今
後
発
生
す
る

大
規
模
災
害
に
お
い
て
、
通
常

の
団
員
だ
け
で
は
十
分
に
対
応

で
き
な
い
事
態
に
備
え
る
た

め
、
大
規
模
災
害
時
限
定
の
消

防
団
員
を
導
入
し
防
災
体
制
を

更
に
進
め
る
べ
き
と
思
う
が
。

市
長 

本
市
に
お
け
る
消
防

団
員
の
定
員
は
6
2
0
人
と
定

め
て
お
り
、
平
成
29
年
4
月
1

日
現
在
に
お
け
る
消
防
団
員
数

が
5
7
0
人
と
定
員
に
至
っ
て

い
な
い
現
状
に
あ
る
。

　

大
規
模
災
害
を
想
定
し
た
際

に
団
員
不
足
を
懸
念
す
る
声
も

あ
り
、
本
市
に
お
い
て
は
平
成

26
年
度
か
ら
機
能
別
団
員
の
導

入
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
地
域
の
安
全
、
安
心
を

守
る
消
防
団
員
の
確
保
に
つ
い

て
は
、
引
き
続
き
努
力
し
て
い

く
と
共
に
大
規
模
災
害
団
員
の

導
入
に
つ
い
て
も
研
究
課
題
と

し
て
い
く
。

生
活
困
窮
者
自
立
支

援
の
成
果
に
つ
い
て

聞
く

市
長 

平
成
27
年
度
か
ら
生

活
困
窮
者
に
対
し
生
活
保
護
に

至
る
前
の
段
階
で
具
体
的
な
プ

ラ
ン
を
作
成
し
、
自
立
に
向
け

た
支
援
を
行
う
甲
斐
市
生
活
困

窮
者
自
立
相
談
支
援
事
業
を
甲

斐
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
委
託

し
実
施
し
て
い
る
。
平
成
27
年

度
は
1
3
0
人
の
相
談
者
に
66

件
の
支
援
プ
ラ
ン
を
作
成
し
、

27
人
が
就
労
に
結
び
つ
き
、
平

成
28
年
度
は
1
7
8
人
に
60
件

の
支
援
プ
ラ
ン
を
作
成
し
、
38

人
が
就
労
に
結
び
つ
い
た
状
況

で
あ
る
。

金
丸 

生
活
困
窮
者
の
早
期
発

見
に
つ
い
て
聞
く

市
民
部
長 

収
納
課
が
行
っ

て
い
る
納
税
相
談
、
国
民
健
康

保
険
証
等
に
係
る
相
談
、
保
育

料
納
付
相
談
な
ど
を
行
い
、
早

期
発
見
に
努
め
て
い
る
。

有
泉 

「
子
ど
も
の
命
を
守

る
」
た
め
の
道
路
交
通
環
境
の

整
備
に
つ
い
て
聞
く

市
長 

本
市
で
は
通
学
路
の

安
全
確
保
に
向
け
た
取
り
組
み

を
行
う
た
め
、「
甲
斐
市
通
学

路
交
通
安
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を

平
成
26
年
3
月
に
策
定
し
、
毎

年
、
通
学
路
の
安
全
点
検
を

行
っ
て
い
る
。
点
検
は
、
小
中

学
校
ご
と
に
教
職
員
、
保
護

者
、
自
治
会
等
の
方
々
が
通
学

路
を
歩
き
児
童
・
生
徒
の
視
点

で
実
施
し
、
道
路
管
理
者
、
教

育
委
員
会
、
学
校
関
係
者
、
地

元
警
察
署
な
ど
の
メ
ン
バ
ー
で

構
成
さ
れ
る
「
甲
斐
市
通
学
路

安
全
推
進
会
議
」
に
報
告
し
、

歩
道
整
備
や
交
通
規
制
等
、
そ

れ
ぞ
れ
の
危
険
箇
所
に
応
じ
た

対
策
を
講
じ
て
い
る
。

有
泉 

交
通
安
全
教
育
の
効
果

的
な
促
進
に
つ
い
て
聞
く
。

教
育
長 

本
市
の
各
学
校
で

は
、
年
度
当
初
に
月
ご
と
の
重

点
指
導
項
目
を
定
め
た
学
校
安

全
実
施
計
画
を
立
て
、
交
通
安

全
教
育
を
継
続
的
、
計
画
的
に

行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
韮
崎
警

察
署
や
市
の
専
門
交
通
指
導
員

の
協
力
の
も
と
毎
年
交
通
安
全

教
室
を
実
施
し
、
子
ど
も
た
ち

は
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
と

い
う
学
習
を
し
て
い
る
。

ご
み
処
理
広
域
化
に

つ
い
て
の
現
状
を
聞
く

市
長 

昨
年
7
月
、
峡
北
・

中
巨
摩
・
峡
南
地
域
の
11
市
町

に
対
し
ご
み
処
理
広
域
化
に
つ

い
て
県
よ
り
要
請
を
受
け
る
。

有
泉 

今
後
、
事
業
を
進
め
て

い
く
上
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

聞
く
。

市
長 

平
成
30
年
度
内
で
11

市
町
に
よ
る
新
た
な
一
部
事
務

組
合
の
設
立
を
行
い
、
平
成
43

年
の
稼
働
に
向
け
て
鋭
意
努
力

し
て
い
く
。

金
丸 

ふ
る
さ
と
納
税
は
全
国

的
に
本
来
の
主
旨
か
ら
そ
れ

て
、
返
礼
品
の
高
額
化
が
問
題

と
な
り
、
総
務
省
の
指
導
も

あ
っ
た
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。
そ

こ
で
改
め
て
こ
こ
3
年
の
ふ
る

さ
と
納
税
額
の
推
移
と
今
年
度

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
聞
く
。

市
長 

平
成
27
年
度
が
約

6
千
5
百
万
、
平
成
28
年
度
が

約
1
億
4
千
5
百
万
、
平
成

29
年
度
の
一
月
末
現
在
で
約

２
億
１
８
１
万
の
寄
附
を
い
た

だ
い
て
い
る
。
今
年
度
は
、
納

税
専
用
サ
イ
ト
を
活
用
し
た

「
さ
と
ふ
る
」「
ふ
る
さ
と
ぷ

ら
す
」
を
追
加
し
た
。

金
丸 

本
市
か
ら
他
市
へ
の
平

成
27
年
度
、
平
成
28
年
度
の
納

税
額
は
。

企
画
政
策
部
長 

平
成
27
年

度
が
4
千
6
百
83
万
、
平
成
28

年
度
が
約
8
千
6
百
15
万
と

な
っ
て
い
る
。

金
丸 

今
年
度
か
ら
返
礼
品
に

加
え
ら
れ
た
「
や
は
た
い
も
」

の
状
況
に
つ
い
て
聞
く
。

市
長 

9
月
か
ら
12
月
ま
で

の
提
供
と
し
、
２
㎏
と
４
㎏
の

2
種
類
に
30
件
の
申
し
込
み
が

あ
っ
た
。

金
丸 

ふ
る
さ
と
納
税
の
使
途

に
つ
い
て
聞
く
。

市
長 

緑
化
推
進
事
業
、
こ

ど
も
医
療
費
助
成
事
業
、
幼
稚

園
就
園
奨
励
費
、
防
犯
対
策
推

進
事
業
等
に
全
額
充
当
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
る
。

金
丸 

「
市
長
と
一
緒
に
つ
く
る

ま
ち
づ
く
り
」
の
具
体
例
は
。

企
画
政
策
部
長 
ふ
る
さ
と
応

援
寄
付
金
事
業
、
二
地
域
居
住

事
業
、
移
住
定
住
促
進
事
業
の

3
事
業
に
6
千
6
百
66
万
4
千

円
を
充
て
て
い
る
。

選
挙
に
対
す
る
首
長

の
立
ち
位
置
に
関
し

て
、
市
長
の
考
え
は

市
長 

公
職
選
挙
法
に
基
づ

き
、
首
長
の
地
位
を
利
用
し
て

選
挙
運
動
す
る
こ
と
は
禁
止
さ

れ
て
お
り
、
こ
の
法
を
理
解
す

る
中
で
、
市
長
就
任
以
来
、
常

に
市
の
発
展
と
、
市
民
の
た
め

に
と
い
う
強
い
思
い
の
も
と
、

市
政
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

金
丸 

市
民
に
は
様
々
な
考
え

が
あ
る
の
で
、
立
ち
位
置
に
つ

い
て
は
十
分
配
慮
さ
れ
た
い
。

一般質問　

玉幡さわやか教室を併設する玉幡児童館生活困窮者の方へのチラシ

ふるさと応援寄附金パンフレット

一般質問
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所有者不明土地は市内にどのくらいあるか
市長▶納税義務者不明の土地11筆、約2,800㎡である

公明党　保坂 芳子  議員　　　　　　

入学準備金、就学援助費は他市に比して低くないか
教育長▶新年度から就学援助費の補助額を引き上げる

日本共産党 甲斐市議団　松井 　豊  議員　　　　　　

保
坂 

所
有
者
不
明
土
地
発
生

を
予
防
す
る
に
は
。

市
民
部
長 

相
続
登
記
が
必

要
だ
と
考
え
る
。
死
亡
届
が
提

出
さ
れ
た
場
合
に
は
、
法
務
省

の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
、

周
知
を
図
っ
て
い
る
。

保
坂 

土
地
相
続
の
相
談
窓
口

を
設
け
る
考
え
は
。

市
民
部
長 

現
在
は
市
の
無

料
法
律
相
談
の
利
用
を
お
願
い

し
て
い
る
。
今
後
、
国
で
法
改

正
制
度
の
見
直
し
が
検
討
さ
れ

る
と
思
う
の
で
対
応
し
た
い
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
を
受
け
た

人
数
と
そ
の
後
の
活

動
は

市
長 

延
べ
5
、
8
1
7
人

受
講
し
、
56
人
が
キ
ャ
ラ
バ
ン

メ
イ
ト
で
活
動
し
て
い
る
。
ま

た
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
講
座
を

実
施
し
て
い
る
。

保
坂 

認
知
症
に
対
す
る
正
し

い
啓
蒙
を
広
げ
、
地
域
で
見
守

る
体
制
の
整
備
は
。

市
長 

地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
内
に
認
知
症
地
域
支
援
推

進
員
1
名
を
配
置
し
、
医
療
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
等
の
連
携
支

援
、
認
知
症
の
方
や
家
族
を
支

援
す
る
相
談
業
務
を
行
っ
て
い

る
。

保
坂 

地
域
で
の
見
守
り
拡
大

の
た
め
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る

団
体
、
店
に
出
向
き
養
成
講
座

を
開
催
す
る
考
え
は
。

福
祉
部
長 

認
知
症
の
方
や

そ
の
家
族
が
安
心
し
て
住
み
慣

れ
た
地
域
で
暮
ら
す
た
め
、
地

域
の
団
体
、
事
務
所
等
に
出
向

き
、
養
成
講
座
を
推
進
し
て
い

く
。S

N
S
を
利
用
し

た
「
い
じ
め
」
相
談

体
制
導
入
を

教
育
長 

国
で
は
補
助
事
業

を
始
め
る
が
本
県
で
は
参
加
が

未
定
の
た
め
、
本
市
の
導
入
も

難
し
い
状
況
で
あ
る
。

松
井 

子
ど
も
の
医
療
費
無
料

化
の
中
学
生
以
上
の
償
還
払
い

に
つ
い
て
、
国
保
の
減
額
調
整

措
置
が
緩
和
さ
れ
た
の
で
、
す

み
や
か
に
窓
口
無
料
化
に
す
べ

き
。市

長 

中
高
生
の
償
還
払
い

に
つ
い
て
は
、
適
正
な
受
診
に

よ
る
医
療
費
の
抑
制
な
ど
、
限

ら
れ
た
財
源
の
中
で
持
続
可
能

な
施
策
と
し
て
理
解
さ
れ
た

い
。

松
井 

入
学
準
備
金
、
就
学
援

助
費
に
つ
い
て
、
甲
斐
市
の
単

価
額
は
国
基
準
・
他
市
に
比
し

て
低
く
な
い
か
。

教
育
長 

新
年
度
か
ら
援
助

制
度
を
融
合
し
、
就
学
援
助
費

の
補
助
額
の
引
き
上
げ
や
入
学

準
備
金
の
前
倒
し
を
実
施
す
る

こ
と
に
よ
り
、
県
内
各
市
の
中

で
は
、
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
と
な

る
。

松
井 

保
育
所
の
待
機
児
童
解

消
の
要
望
が
多
い
。
保
護
者
の

要
望
は
十
分
満
た
さ
れ
て
い
る

の
か
。
臨
時
定
員
増
な
ど
は
検

討
さ
れ
た
か
。

市
長 

平
成
30
年
４
月
の
入

園
申
込
は
、
０
歳
児
、
１
歳
児

の
急
増
に
よ
り
、
定
員
4
6
9

名
の
新
規
受
入
枠
を
超
え
て
い

る
。
保
育
士
の
増
員
を
含
め

て
、
定
員
の
拡
大
を
図
り
、
対

応
す
る
予
定
。

甲
斐
市
バ
イ
オ
マ
ス

産
業
都
市
構
想
の
進

捗
状
況
に
つ
い
て

松
井 

足
か
け
３
年
に
わ
た
る

「
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
が
迷
走
し
て
お

り
、
い
ま
だ
に
実
施
の
見
通
し

が
立
っ
て
い
な
い
。
新
た
な
打

診
企
業
（
５
社
）
の
実
績
は
。

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
の
ネ
ッ

ク
と
な
る
①
燃
料
木
材
の
確
保

と
②
燃
焼
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
80
％

を
占
め
る
温
水
の
活
用
基
準
・

計
画
は
あ
る
の
か
。

市
長 

市
の
条
件
を
提
示

し
、
各
社
の
担
当
者
と
直
接
打

ち
合
わ
せ
を
行
っ
て
い
る
。
木

材
に
つ
い
て
は
、
各
企
業
の
独

自
ル
ー
ト
を
基
本
と
し
、
熱
利

用
に
つ
い
て
は
、
バ
イ
オ
マ
ス

産
業
都
市
構
想
の
内
容
を
必
須

条
件
と
し
て
提
示
し
て
い
る
。

一般質問　

地域で見守りたい認知症

国民健康保険税を引き下げてはどうか
市長▶平成30年度も国民健康保険税率は据え置きにする

日本共産党 甲斐市議団　樋泉 明広  議員　　　　　　

社会福祉行政の子育てをめぐる環境改善について
市長▶甲斐市版ネウボラ事業など子育て家庭に向けた施策に取り組んでいる

新政クラブ　池神 哲子  議員　　　　　　

樋
泉 

日
本
共
産
党
甲
斐
市
議

団
は
、
1
月
か
ら
市
民
に
向
け

て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
。

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
基

づ
い
て
、　

①
国
保
税
の
軽
減

を
、
②
生
活
道
路
・
通
学
路
の

安
全
対
策
、
③
憲
法
問
題　

④

消
費
税
増
税
問
題
等　

に
つ
い

て
質
問
し
た
。
特
に
国
保
税
軽

減
の
要
望
に
つ
い
て
聞
く
。

市
長 

国
保
税
の
軽
減
は
医

療
費
の
増
加
や
広
域
化
新
制
度

の
初
年
度
等
か
ら
慎
重
に
検
討

す
る
が
、
平
成
30
年
度
も
国
保

税
率
は
据
え
置
き
に
す
る
。

樋
泉 

平
成
30
年
度
の
生
活
道

路
整
備
・
通
学
路
の
安
全
対
策

に
つ
い
て
聞
く

市
長 

平
成
30
年
度
の
生
活

道
路
整
備
に
つ
い
て
は
、
道
路

拡
幅
工
事
、
道
路
舗
装
工
事
お

よ
び
道
路
側
溝
改
修
工
事
な
ど

約
1
2
0
件
の
工
事
発
注
を
予

定
し
て
お
り
、
市
民
の
安
全
確

保
や
利
便
性
の
向
上
の
た
め
、

引
き
続
き
道
路
整
備
を
進
め
て

い
く
。

　

ま
た
、
通
学
路
に
つ
い
て

は
、
甲
斐
市
通
学
路
安
全
推
進

会
議
で
実
施
し
て
い
る
、
通
学

路
合
同
点
検
の
結
果
に
基
づ

き
、
児
童
・
生
徒
の
安
全
確
保

に
努
め
て
い
く
。

甲
斐
市
の
低
所
得
・

生
活
保
護
対
策
に
つ

い
て

樋
泉 

我
が
国
の
生
活
保
護

の
捕
捉
率
は
、
推
計
2
割
程
度

で
あ
る
。
そ
の
要
因
は
、
生
活

保
護
は
恥
だ
等
の
バ
ッ
シ
ン
グ

や
役
所
の
窓
口
で
追
い
返
さ
れ

る
等
「
水
際
作
戦
」
が
根
強
く

あ
る
た
め
で
あ
る
。
国
民
の
権

利
で
あ
る
生
活
保
護
の
申
請
権

の
尊
重
、
捕
捉
率
の
向
上
等
に

努
め
、
低
所
得
・
生
活
保
護
対

策
に
力
を
注
ぐ
こ
と
を
希
望
す

る
。市

長 

平
成
30
年
1
月
の
生

活
保
護
世
帯
と
人
数
は
4
9
9

世
帯
・
6
5
7
人
で
あ
る
。
生

活
保
護
基
準
の
見
直
し
に
つ
い

て
は
、
国
保
税
、
介
護
保
険

料
・
利
用
料
、
保
育
料
、
国
民

年
金
等
の
制
度
に
影
響
が
な
い

よ
う
に
対
応
す
る
措
置
が
図
ら

れ
る
方
針
と
さ
れ
て
い
る
。

池
神 

創
甲
斐
教
育
の
進
捗
状

況
に
つ
い
て
聞
く
。

教
育
長 

具
体
的
な
平
成
28

年
度
の
創
甲
斐
教
育
の
進
捗
状

況
は
、
学
校
教
育
の
充
実
の
分

野
で
は
、
道
徳
教
育
の
推
進
・

規
範
意
識
・
思
い
や
り
の
心
の

育
成
な
ど
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
授
業
の
改
善
と
学
習
意
欲

の
向
上
を
目
指
し
、
特
別
支
援

教
育
の
充
実
も
図
っ
て
い
る
。

家
庭
・
地
域
・
学
校
の
連
携
強

化
の
分
野
で
は
、
幼
稚
園
、
保

育
園
と
小
学
校
、
中
学
校
、
そ

し
て
家
庭
が
連
携
し
、
ふ
れ
あ

い
を
通
し
て
豊
か
な
心
の
育
成

を
図
っ
て
い
る
。
生
涯
学
習
・

文
化
活
動
の
分
野
で
は
、
市
民

参
加
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
す
る
と
と
も
に
市
体

育
協
会
や
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
等

の
育
成
を
図
っ
て
い
る
。
図
書

館
活
動
の
推
進
の
分
野
で
は
、

図
書
館
資
料
の
充
実
を
図
る
と

と
も
に
幼
稚
園
・
保
育
園
等
の

利
用
促
進
と
し
て
、
司
書
が
出

向
く
移
動
図
書
館
も
行
っ
て
い

る
。
今
後
も
創
甲
斐
教
育
の
更

な
る
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

高
齢
者
が
生
き
生
き

と
暮
ら
せ
る
健
康
づ

く
り
お
よ
び
買
い
物

難
民
の
施
策
に
つ
い

て
聞
く

市
長 
健
康
づ
く
り
の
施
策

と
し
て
は
、
介
護
予
防
の
た
め

の
各
種
運
動
教
室
、
い
き
い
き

サ
ロ
ン
の
ほ
か
、
甲
斐
市
健
康

ポ
イ
ン
ト
事
業
を
は
じ
め
、
ラ

ジ
オ
体
操
や
高
齢
者
ス
テ
ッ
プ

体
操
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
教
室
、

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
、
高
齢
者
運

動
会
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

買
い
物
難
民
の
施
策
に
つ
い
て

は
、
要
支
援
者
を
対
象
と
し
た

買
い
物
を
含
む
日
常
生
活
支
援

を
甲
斐
市
社
会
福
祉
協
議
会
お

よ
び
峡
中
広
域
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
他
７
事
業
所
が
独
自

に
実
施
し
て
い
る
。
今
後
も
、

高
齢
者
へ
の
買
い
物
支
援
を
含

め
た
日
常
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
等
に
つ
い
て
、
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

市民アンケート結果を調査

高齢者運動会

一般質問
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市民の意思を   市政に反映
市民と議会の対話集会市民と議会の対話集会

Q 	 今日の対話集会について、もう少し対象地区
を広げて参加者を多く集めてほしかった。

A 	 議会をより身近に感じて欲しいと考え、２年
前から各自治会を対象にした「市民と議会の
対話集会」を実施している。

Q 	 甲斐市の警察署はどうなっているか。できれ
ば敷島地区にあればよいが。

A 	 富士吉田署の完成後に甲斐市の警察署の整備
が始まると聞いている。場所については、韮
崎の幹線道路に近い所での条件があり、ラザ
ウォーク甲斐双葉店の向かいに建設するよう
である。

Q 	 消防署は、広域化された方が便利ではないか。

A 	 山梨県で消防の広域化の検討をしたが、現時
点では一本化は難しいようである。市民のた
めに行政に繰り返し訴えていきたい。

Q 	 議員年金制度は廃止になったということだ
が、現在受給している方への財源は。

A 	 地方自治体が、法律に基づき、財源を負担し
ている。

Q 	 災害が起きた時に市の災害対策本部と議会の
災害対策本部はどのような連携をしているか。

A 	 議会の災害対策本部は、議員が各地区の災害
状況の把握に努め、情報を収集する。その情
報を市に伝え、市の災害本部が対策を講じる。

Q 	 災害対策にあたり甲斐市はどの程度災害に慣
れた NPO を把握し連携をしているのか。

A 	 市では、自助、共助、公助の考えのもと、地
域防災に力を入れ、マニュアルを策定してい
る。現在、市の防災リーダー養成講習におい
ては、NPO の方が講習を行っている。なお、
市では、減災にむけ、様々な団体や医師会な
ど協定を締結している。

Q 	 田富町敷島線の富竹工区Ⅰ区の進捗状況と開
通の時期はどうなっているか。

A 	 田富町敷島線の富竹工区Ⅰ区は、現在、設計
等が終わり用地買収に取り掛かっていると聞
い て い る。 用 地 買 収 は 平 成32年 頃 ま で か か
り、バイパスまでの供用開始は、平成35年度
を目指している。

Q 	 道路の排水がうまく出来ていない箇所がある
ので、確認していただき、対策をお願いした
い。

A 	 議会の決算審査特別委員会で要望があり、予
算措置を執行側へ要請している。

敷島地区 第13回

（上町北、上町南、敷島堅町  他）
竜王地区 第14回

（富竹新田１区、２区、３区、４区  他）

市民と議会の対話集会
市議会では、開かれた議会への取り組みとして、
もっと市民に身近な議会にしていくため、地域に飛び出し、
今年度で５年目となる『市民と議会の対話集会』を開催しました。

特集

11月17日
竜王東児童センター

11月９日
敷島総合文化会館

アンケート結果

　各会場において、アンケート調査
を行いました。
　この調査結果は、今後さらなる議
会改革を進める上での貴重な基礎資
料として活用させていただきます。
なお詳細な結果については、市議会
ホームページに掲載してありますの
で、ご覧ください。

　 回 答 者25人
の う ち、22人
が 男 性、３ 人
が女性でした。
　年代につい
て は、60歳 以
上 が21人、50
歳 代が４人で
した。

回答者の性別・年代 議会・議員に求めることは 今後取り上げて欲しいテーマは
　 今 後 の 議
会・ 議 員 に 求
め ることに関
しては、『情報
公 開 』、『 説 明
責 任 』、『 資 質
の向上』がほ
ぼ 同じ 数 でし
た。

　幅広い項目
に関心 がある
中、 前 回 同 様
に福祉に関す
る項目が多い
結 果となって
います。

男性 88％

女性
12％

情報公開
35％

説明責任
35％

資質の向上
30％

福祉 28％

環境 22％
教育・子育て

16％

都市計画
９％

財政全般
９％

その他
16％

男性 88％

女性
12％

情報公開
35％

説明責任
35％

資質の向上
30％

福祉 28％

環境 22％
教育・子育て

16％

都市計画
９％

財政全般
９％

その他
16％

男性 88％

女性
12％

情報公開
35％

説明責任
35％

資質の向上
30％

福祉 28％

環境 22％
教育・子育て

16％

都市計画
９％

財政全般
９％

その他
16％
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私
た
ち
6
人
の
メ
ン
バ
ー
で
議
会

広
報
常
任
委
員
会
を
構
成
し
、
議
長

同
席
の
も
と
、
各
号
に
つ
き
3
回
の

委
員
会
を
開
催
し
、
定
例
議
会
の
翌

月
発
行
と
い
う
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
第

48
号
～
55
号
の
「
議
会
だ
よ
り
」
を

発
行
し
て
き
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
議
会
の
内
容
（
質
問
、

審
議
内
容
、
採
決
な
ど
）
を
正
確

に
伝
え
る
だ
け
で
な
く
、
字
句
・

表
現
・
配
分
を
解
り
や
す
い
も
の
に

し
、
議
会
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
え

る
よ
う
工
夫
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

全
戸
配
布
の
「
議
会
だ
よ
り
」

は
、
市
民
と
議
会
を
つ
な
ぐ
ツ
ー
ル

と
し
て
の
意
義
は
大
き
く
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
の
ア
ク
セ
ス
数
も

増
加
し
て
い
ま
す
。
個
人
的
な
こ
と

で
す
が
、
何
人
か
の
方
に
「
た
よ

り
」
の
評
価
を
い
た
だ
い
た
こ
と
も

嬉
し
い
こ
と
で
す
。

　

し
か
し
、
議
会
活
性
化
の
た
め
に

は
、「
議
会
傍
聴
」
や
「
市
民
と
議
会

の
対
話
集
会
」
へ
の
参
加
は
必
要
で

す
。「
民
主
主
義
に
観
客
席
は
あ
り
ま

せ
ん
（
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
碑
文
）」

あ
な
た
も
一
歩
前
に
進
ん
で
く
だ
さ

い
。
私
た
ち
も
「
た
よ
り
」
の
一
層

の
充
実
を
目
指
し
て
が
ん
ば
り
ま
す
。

　

【
議
会
広
報
常
任
委
員
会

委
員
長　

松
井
豊　

記
】

編
集
後
記

送付先　〒400-0192  甲斐市篠原2610番地  甲斐市議会事務局  庶務・議事係  Email：gikaishomu@city.kai.yamanashi.jp

詳しくは詳しくは詳しくは

（後列左から）　滝川美幸委員、　五味武彦委員、　山本今朝雄委員、　清水正二委員
（前列左から）　松井豊委員長、　小浦宗光議長、　保坂芳子副委員長

議会だより№48号から55号は、
私たち議会広報常任委員会のメンバーで編集しました。

ご愛読ありがとうございました。

あなたの撮った

写真で表紙を

飾ってみませんか
？

熱心に耳を傾けた研修会

議会 　傍聴
してみませんか!

を

議会だよりの表紙写真を募集しています!!

議員研修会議会広報常任委員会よりお知らせ

　地方議会研究会代表、全国都道府県議会議長会元議事調査部長・議会制度研究アドバイザーの野村稔氏を招き、
「議会活性化のために」と題した研修会を平成30年２月２日（金）に実施しました。
　研修は、市議会議員定数の変遷から始まり、議員活動の役割、議員定数の減少による長所と短所、議員報酬につい
ての内容でした。印象深いのは、「議員定数の減少による長所としては、議員報酬が減額となることによる財政効果
が考えられる。一方、短所としては、議員が減ってしまうことにより、市政に対する市民の意思の反映や執行機関へ
議会の監視力が低下してしまうことがあげられる。また、議員報酬は、市の決算額から見ると大きな額ではなく、閉
会中の活動を補償しているものではない。しかし、閉会中の活動こそ、市民要望を把握するうえでは、とても重要で
ある。」との説明でありました。
　今後も、議員および議会の役割を再認識するとともに、市民の代表者として、市民の意見を積極的に把握し、議員
定数や議員報酬について考えていきたいと思います。

　手続きは簡単です。
　本会議の当日、傍聴人名簿に氏名・住所・年齢を記
入していただくだけです。
　議会を傍聴することは市政を知る良い機会ですの
で、ぜひお越しください。
　なお、次回定例会は、６月を予定しています。（詳
しい日程は、ホームページに掲載されます。）

議員定数、議員報酬について学びました
「議会活性化のために」議員研修会を実施
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不用品の買取・回収・販売
★ゴミの片付け・遺品整理も致します。

手塚 彰夫　
［玉川西区］

　甲斐市は富士山、八ヶ岳、南アルプスがよく
見え、釜無川も流れる良い街です。市民として
この市を好きになる事が大切だと思います。そ
のためには市民、議会、市役所は協力して街づ
くりをしていきたいと思います。そのために市
政に対して参加意識を持ち、市民として自立し
た姿勢を持ちたいと思います。
　今は少子高齢化や社会福祉など解決すべき問
題は多いですが、市財政の健全運営も考える必
要があります。市民としてただ要求するだけで
はなく、議会と市役所に対して具体的な対策
を提案するだけの意識と知識を持つ必要もある
と考えます。自治会活動に参加する、いきいき
サロンで地域住民と話し合う、市議会を傍聴す
る、市議会との交流会に参加する、市議会議員
と日頃の会話をする。市議会議員選挙、市長選
挙で候補者の方針をよく理解して投票に行く。
こうした日頃の地道な行動が市民としての自立
を実現すると思います。この美しく住みやすい
街をより高いレベルに上げるために自分たちに
も何が出来るか考えたいと思います。
　この街を好きになると明るい未来が開かれま
す。

上條 行雄
［榎西区］

　平成30年甲斐市議会第１回定例会が２月26日
に開かれ、審議の模様を初めて傍聴しました。
午前９時50分、議長ほか20名の議員と市長等行
政側から13名が出席し、甲州弁ラジオ体操。10
時に議長が入場すると全員が起立。議長の着席
に合わせ着席。副議長が “相互に礼 ”の合図後、
本定例会を始め、当日の出席議員21名で、15番
の議員が欠席と報告、議長あいさつで県民人口
の減少にふれたり、日程の説明を行い、甲府、
中巨摩、峡北各広域行政事務組合の定例会に出
席した代表がそれぞれ登壇し、予算や人事案件
が適正に処理されたなどの報告がありました。
　次いで市長が登壇。平昌五輪で日本女子が活
躍したこと、竜電関が幕内９枚目に昇進したこ
と等を語ったあと、市政の総合戦略を読み上
げ、バイオマス産業都市構想で、発電事業者の
選考、旧緑化センターの活用、竜王中部公園セ
ミナーハウスの落成式など、42ページに及ぶ説
明を１時間にわたって、項目を並べ読み上げま
した。11時25分、一旦休憩。11時40分再開。
一般質問が始まり、正面の演壇から、傍聴人に
も配られた質問項目を読み上げ、市長の答弁を
求めました。行政側の前にある演壇から、１対
１の質疑が行われ、質問議員は “ 議長再質問を
致します ” と16回に及ぶ質疑が繰り返されまし
た。

甲斐市を
好きになる

議会傍聴記


